
赤ちゃん授業－赤ちゃんと小中高生・大学生等との交流事業委託業務仕様書 

 

１ 目 的 

  少子高齢化等により、自分の子どもが生まれるまで乳幼児と関わった経験のない子ども

たちが増えている。子どもたちが地域の親子と交流し、赤ちゃんと接することによって命

の尊さを実感するとともに、将来的な育児不安の減少やいじめや虐待の予防につなげるほ

か、コミュニケーション力を養う機会とする。また、子育て中の親子にとっても地域社会

への参加や子育て支援者とのつながりを持つきっかけづくりとする。 

 また、男性の育児参画促進の観点から、父親の育児についても、考える機会とする。 

 

２ 業務内容 

(1) 小学校・中学校・高等学校・大学等の各校１校（計４校）において、乳幼児親子と小

中高生・大学生等が交流する事業とする。ただし、応募状況等により変更の場合もある。

（例：高等学校において、直近２年間に実施した学校のみの応募であった場合は、別の

区分から２校選出する。） 

学校については現在選定中。（決定次第、参加申込者に直接連絡をする。） 

(2) 授業は、全て対面で実施することとするが、万全の感染予防対策を講じて授業を行う

こと。 

(3）授業の前半は、各学年に応じた、助産師等による赤ちゃんの成長と発達の授業を行う

とともに、赤ちゃんの扱い方や妊婦体験等の実技を行うこと。 

(4) 赤ちゃんの成長を感じてもらうことを目的に、当日交流する赤ちゃんの実施日の２～

３ケ月前の動画を撮影しておき、当日視聴する時間を設けること。また、動画では、生

徒にライフデザインを考えてもらうことや男性の育児参画促進を目的とし、夫婦又は父

親に出演してもらい、家庭での家事・育児の役割分担や、父親の育休取得状況等につい

て積極的に発信してもらうこと。 

 (5) 授業は、各校において１回以上実施する。 

(6) 赤ちゃん親子については、実施する学校の校区内から募集することが好ましい。 

  また、当日の父親の参加を積極的に募集するよう努めること。 

(7) 地域のボランティアの協力を得るよう努めるとともに、今後の子育て支援への関わり

方についても理解を深めてもらうようにする。 

(8) 実施校毎に、授業報告書を作成し、県に提出すること。 

(9) 赤ちゃん授業への理解を深め、今後とも各地域で赤ちゃん授業が継続的に実行できる

体制を確保するとともに、より効果的な授業運営の研究や各市町村及び地域子育て支援

者に対する普及・啓発を図るため、関係機関等の協力のもと事例研修会を開催する。 

 (10) 赤ちゃん授業実施の際は、アンケートを実施するとともに検証を行い、その結果を

県に報告すること。アンケート等の質問項目については、県と協議のうえ決定するこ

と。 

３ 委託期間 

   契約日から令和７年３月３１日まで 

 



４ 委託経費 

  (1) 委託料の対象経費は次のとおりとする。 

①  人件費：業務従事者の人件費として、労働条件や市場実勢を踏まえて、適正な水準

を設定すること。 

②  事業費：事業実施に必要な経費として、報償費、旅費、需用費、役務費、使用料及

び賃借料 

(2) 対象経費は、他の経費と区分して整理すること。 

(3) 委託業務の実施に要した経費は、領収書等で確認できること。また、収入及び支出 

  を記載した帳簿を備え、経理状態を明確にしておくこと。 

 

５ 委託料の支払い等 

委託料の支払いは、原則として事業完了後の精算払いとするが、本業務の遂行上必要が

ある場合は、委託業務の遂行状況により、受託者は委託料の一部について前金払いを請求

することができる。 

 

６ その他留意事項 

(1) 事業の計画及び実施状況等の報告を、随時、県に行うこと。 

(2) 本仕様書に疑義が生じた事項及び本仕様書に定めのない事項については、すべて両者

協議の上、これを解決するものとする。 

(3) 個人情報を取り扱う場合には、その取り扱いに十分留意し、漏えい、滅失及びき損の

防止その他個人情報の保護に努めること。 


